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唯
識
学
の
概
論
書
は
多
い
が
、
日
本
唯
識
の
学
匠
お
よ
び
そ
の
教
学
の

特
徴
等
に
つ
い
て
纒
め
た
書
物
は
皆
無
に
近
い
。
た
だ
僅
か
に
富
貴
原
章

信
博
士
の
「
日
本
唯
識
思
想
史
」
（
昭
和
十
九
年
刊
・
四
八
○
頁
・
大
雅

堂
）
一
冊
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
と
て
も
、
そ
の
内
容
は
佛

教
伝
来
か
ら
平
安
中
期
ま
で
で
終
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
日
本
唯
識
に
関
心

を
も
っ
者
は
、
富
貴
原
博
士
が
そ
の
続
編
を
出
さ
れ
る
こ
と
を
鶴
首
し
て

期
待
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
大
谷
大
学
の
「
学
報
」
「
研
究
年
報
』
『
佛

教
学
七
、
、
、
ナ
ー
』
或
い
は
「
日
本
佛
教
学
会
年
報
』
等
に
、
博
士
が
平
安

末
期
以
後
の
唯
識
学
匠
に
つ
い
て
部
分
的
に
発
表
さ
れ
る
度
に
、
一
日
も

早
く
そ
れ
ら
を
一
冊
の
書
物
に
縦
め
て
続
編
を
出
版
し
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
と
望
ん
で
い
た
。
そ
し
て
先
の
「
日
本
唯
識
思
想
史
』
か
ら
三
十
一

年
経
過
し
て
、
今
回
『
日
本
中
世
唯
識
佛
教
史
」
（
四
二
九
頁
）
が
大
東

出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
、
学
会
に
と
っ
て
、
殊
に
日
本
佛
教
や

唯
識
を
研
究
す
る
者
に
と
っ
て
、
誠
に
貴
重
な
贈
物
で
あ
る
。

富
貴
原
章
信
著

昂
曄
唯
識
佛
教
史
」

山

崎

慶
輝

本
書
は
四
章
か
ら
な
り
、
第
一
章
は
「
第
一
回
の
復
興
」
と
題
し
て
い

る
。
こ
の
題
の
っ
け
か
た
自
体
が
、
先
の
「
日
本
唯
識
思
想
史
』
を
前
篇

と
し
、
今
回
の
「
日
本
中
世
唯
識
佛
数
史
」
を
そ
の
続
篇
と
見
て
い
る
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
前
篇
は
六
章
か
ら
な
り
、
そ
の
最
後
の

第
六
章
は
「
衰
微
時
代
の
法
相
宗
」
で
終
っ
て
い
て
こ
れ
が
「
第
一
回
の

衰
微
」
に
相
当
す
る
の
で
、
今
回
は
「
第
一
回
の
復
興
」
か
ら
始
ま
る
わ

け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
二
章
は
「
第
二
回
の
衰
微
」
、
第
三
章
は
「
第

二
回
の
復
興
」
、
第
四
章
は
「
第
三
回
の
衰
微
」
と
題
し
て
お
り
、
一
見

珍
奇
な
題
の
つ
け
か
た
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
千
年
以
上
続
い
た
法
相
宗
の

伝
統
と
そ
の
問
の
盛
衰
を
ま
ざ
ま
ざ
と
感
じ
さ
せ
る
。
，

第
一
章
「
第
一
回
の
復
興
」
（
一
’
一
六
三
頁
）
は
、
康
和
四
年
（
巨
呂
）

大
乗
院
の
隆
禅
が
没
し
て
か
ら
、
良
遍
が
没
し
た
建
長
四
年
（
届
圏
）
に

至
る
お
よ
そ
百
五
十
年
間
を
い
い
、
本
章
の
中
を
㈲
一
般
史
の
概
要
、
㈲

興
福
寺
の
系
統
、
目
東
大
寺
の
系
統
、
㈲
総
結
、
に
分
け
て
い
る
。
（
こ

の
区
分
法
は
各
時
代
の
特
徴
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い
は
あ
る
が
、
各
章
と

も
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
）
・
著
者
が
各
章
の
は
じ
め
に
「
一
般
史
の
概
要
」

に
つ
い
て
述
ぺ
て
い
る
こ
と
は
、
前
篇
の
『
日
本
唯
識
思
想
史
』
以
来
一

貫
し
た
方
針
で
、
こ
れ
は
佛
教
の
盛
衰
が
一
般
史
の
事
項
と
密
接
な
関
係

に
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
る
が
、
同
時
に
ま
た
狭
い
佛
教
史
の
分
野

に
局
ら
ず
、
広
い
視
野
に
立
っ
て
法
相
宗
の
盛
衰
を
眺
め
よ
う
と
す
る
意

図
が
窺
わ
れ
る
。 二
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次
に
㈲
「
興
福
寺
の
系
統
」
の
中
を
、
⑧
一
乗
院
の
門
流
、
⑪
大
乗
院

の
門
流
、
㈲
そ
の
他
の
系
統
、
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
に
属
す
る

学
匠
に
つ
い
て
、
そ
の
伝
記
・
著
述
・
学
説
等
に
つ
い
て
能
う
限
り
の
資

料
を
精
査
し
て
詳
細
に
論
述
し
て
い
る
。
平
安
末
期
の
興
福
寺
に
お
い
て

は
、
一
乗
院
・
大
乗
院
・
喜
多
院
な
ど
の
諸
流
が
あ
っ
た
が
、
当
時
の
興

福
寺
勢
力
の
中
心
は
一
乗
院
に
あ
っ
た
の
で
、
ま
ず
一
乗
院
系
統
の
学
匠

十
三
名
に
つ
い
て
論
じ
、
次
い
で
大
乗
院
の
五
名
に
つ
い
て
述
・
へ
て
い
る
。

然
し
唯
識
教
学
の
中
心
は
喜
多
院
の
系
統
に
あ
っ
た
と
し
て
、
㈲
そ
の
他

の
系
統
の
中
に
八
名
を
挙
げ
て
い
る
が
、
特
に
蔵
俊
・
覚
憲
・
貞
慶
・
良

算
・
良
遍
に
つ
い
て
は
、
そ
の
伝
記
は
も
と
よ
り
逸
話
の
類
ま
で
拾
い
あ

げ
、
そ
の
著
作
お
よ
び
そ
の
中
に
説
か
れ
る
顕
著
な
学
説
に
つ
い
て
詳
細

に
論
じ
て
い
る
。
蔵
俊
に
つ
い
て
は
二
十
頁
、
貞
慶
に
は
四
十
六
頁
、
良

算
に
は
二
十
頁
、
良
遍
に
は
二
十
五
頁
を
費
し
、
こ
れ
ら
の
一
つ
一
つ
が

纒
っ
た
一
篇
の
論
文
と
し
て
読
み
ご
た
え
の
あ
る
研
究
報
告
で
、
史
学
的

な
面
の
み
で
な
く
、
唯
識
教
学
に
精
通
し
た
者
で
な
け
れ
ば
な
し
え
な
い

す
ぐ
れ
た
業
績
で
、
著
者
の
独
壇
場
と
い
え
よ
う
。

次
の
「
東
大
寺
の
系
統
」
に
出
て
く
る
五
名
の
学
匠
は
、
諸
宗
兼
学
者

で
倶
舎
あ
る
い
は
唯
識
に
通
じ
た
学
匠
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
が
、
勿
論
傍

系
で
余
り
重
要
で
は
な
い
。

終
り
の
「
総
結
」
に
お
い
て
は
、
第
一
回
の
復
興
期
の
特
質
と
し
て
教

学
の
刷
新
を
挙
げ
、
上
述
の
蔵
俊
乃
至
良
遍
の
教
学
復
興
を
高
く
評
価
し
、

蔵
俊
の
『
唯
識
本
文
抄
」
四
十
五
巻
、
貞
慶
の
『
唯
識
尋
思
抄
』
三
十
巻
、

貞
慶
の
指
導
を
う
け
て
良
算
等
が
編
集
し
た
『
唯
識
同
学
抄
」
六
十
八
巻

を
こ
の
復
興
時
代
を
記
念
す
る
代
表
的
著
作
と
し
、
「
本
文
抄
」
を
基
盤

と
し
て
「
尋
思
抄
』
が
作
ら
れ
、
『
尋
思
抄
』
が
発
展
し
て
『
同
学
抄
』

が
成
立
し
た
と
い
う
。
特
に
一
二
五
四
の
論
義
を
集
大
成
し
た
『
同
学
抄
」

は
唯
識
論
の
文
の
注
釈
で
は
な
く
、
本
論
の
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
に
つ
い

て
古
来
の
論
争
を
集
め
、
そ
れ
に
取
捨
選
択
を
加
え
、
そ
の
う
ち
最
も
勝

れ
た
も
の
を
採
用
し
、
唯
識
論
の
順
序
に
し
た
が
っ
て
こ
れ
を
結
集
し
た

も
の
で
、
こ
れ
こ
そ
唯
識
の
日
本
伝
来
よ
り
六
百
余
年
間
の
研
究
成
果
を

総
合
編
集
し
た
不
滅
の
金
字
塔
と
い
う
べ
く
、
し
か
も
後
世
の
唯
祇
論
解

釈
の
基
準
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
試
み
は
前
の
時
代
に
は
な
く
、
こ
の

点
に
画
期
的
な
意
義
が
あ
る
と
讃
え
て
い
る
。
な
お
こ
の
時
期
の
特
質
と

し
て
、
唯
識
論
の
漢
文
を
正
し
く
読
む
た
め
に
、
不
完
全
で
あ
っ
た
明
詮

の
『
導
注
」
の
訓
点
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
、
ま
た
唯
識
学
の
入
門
書
と
し

て
『
百
法
問
答
抄
』
『
初
心
略
要
』
「
注
唯
識
三
十
頌
』
『
覚
夢
抄
』
『
二

巻
抄
」
が
現
わ
れ
、
特
に
良
遍
の
『
二
巻
抄
」
は
和
文
体
で
、
こ
れ
ら
は

唯
識
佛
教
の
日
本
化
と
し
て
意
義
あ
る
こ
と
、
ま
た
因
明
に
つ
い
て
も
蔵

俊
に
「
因
明
大
琉
抄
」
四
十
一
巻
、
貞
慶
に
「
明
要
抄
」
五
巻
・
『
明
本

抄
』
十
五
巻
、
良
遍
に
『
因
明
大
疏
抄
」
八
巻
等
大
部
の
著
述
が
あ
っ
て

そ
の
研
究
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
他
法
華
経
の
研
究
と
し
て
蔵
俊

の
「
法
華
玄
賛
文
集
」
九
十
巻
、
貞
慶
の
「
法
華
開
示
抄
」
二
十
八
巻
等

が
あ
り
、
ま
た
南
都
佛
教
の
一
般
的
傾
向
と
し
て
真
言
宗
を
兼
学
し
た
こ

と
、
ま
た
念
佛
宗
と
の
関
係
、
禅
宗
と
の
関
係
に
も
触
れ
、
更
に
戒
律
復

興
と
し
て
実
範
・
貞
慶
・
良
遍
等
の
南
京
律
を
論
じ
、
当
時
の
太
子
信
仰

と
し
て
貞
慶
と
そ
の
弟
子
達
の
行
迩
を
あ
げ
、
終
り
に
全
体
に
通
ず
る
こ

と
と
し
て
当
時
の
教
学
復
興
に
力
を
与
え
た
春
日
板
の
印
行
を
論
じ
、
更

に
教
学
復
興
の
根
源
に
堅
固
な
道
心
を
も
っ
た
学
匠
達
が
多
か
っ
た
こ
と
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第
二
章
「
第
二
回
の
衰
微
」
（
一
六
四
’
二
五
八
頁
）
は
、
良
遍
が
没

し
た
建
長
四
年
（
届
圏
）
か
ら
南
北
朝
の
終
り
（
畠
留
）
に
至
る
百
四
十

年
間
を
い
い
、
本
章
の
中
を
目
一
般
史
の
大
要
、
，
㈲
興
福
寺
の
系
統
、
㈲

総
結
、
に
分
け
て
い
る
。
特
に
㈲
「
興
福
寺
の
系
統
」
の
中
で
は
、
（
ａ
）

一
乗
院
の
門
流
に
七
名
の
学
匠
を
あ
げ
、
（
ｂ
）
大
乗
院
の
門
流
で
も
七
名

を
論
じ
、
（
Ｃ
）
そ
の
他
の
諸
院
で
は
、
当
時
の
興
福
寺
に
百
余
の
院
坊
が

あ
っ
た
中
か
ら
東
院
乃
至
来
迎
院
の
計
三
十
院
を
あ
げ
、
各
院
に
属
す
る

学
匠
を
院
の
系
列
別
に
計
一
○
八
名
を
あ
げ
て
そ
の
伝
記
等
を
論
述
し
て

い
る
。
さ
ら
に
本
章
か
ら
、
與
福
寺
の
系
統
の
中
に
（
ｄ
）
「
住
侶
の
院
坊
」

と
題
し
て
十
七
名
の
学
匠
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
の
與
福
寺
に
は

学
侶
と
衆
徒
の
区
別
が
あ
り
、
学
侶
は
公
家
の
子
弟
で
僧
綱
に
任
ぜ
ら
れ

る
資
格
を
も
つ
寺
内
の
支
配
層
で
あ
る
が
、
衆
徒
は
妻
子
を
た
く
わ
え
有

事
の
際
に
は
僧
兵
と
な
り
、
平
常
の
法
会
神
事
に
は
僧
の
装
束
を
つ
け
戒

調
の
次
第
に
よ
っ
て
着
座
し
た
よ
う
で
あ
る
、
こ
の
衆
徒
の
中
か
ら
学
才

が
あ
り
道
心
が
あ
る
者
が
頭
角
を
あ
ら
わ
し
て
学
侶
と
同
じ
道
を
歩
む
も

の
も
出
て
き
た
の
で
、
特
に
こ
れ
ら
を
「
住
侶
の
院
坊
」
に
属
す
る
も
の

と
し
て
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
平
安
時
代
に
は
公
家
出
身
で
な
け

れ
ば
、
探
題
に
な
っ
た
り
三
会
の
講
師
を
勤
め
る
こ
と
は
殆
ん
ど
不
可
能

に
近
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
鎌
倉
中
期
以
降
は
、
公
家
出
身
者
で
な
い
者

で
そ
れ
ら
の
要
職
を
つ
と
め
、
一
宗
の
教
学
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い

る
。
こ
の
傾
向
は
時
代
が
降
る
に
従
っ
て
い
よ
い
よ
強
く
な
り
、
南
北
朝

時
代
に
な
る
と
、
両
門
跡
の
学
問
指
導
ま
で
が
、
庶
民
出
の
学
僧
に
よ
っ

を
挙
げ
て
い
る

第
三
章
「
第
二
回
の
復
興
」
（
二
五
九
’
三
五
八
頁
）
は
、
南
北
朝
の

統
一
（
届
忠
）
か
ら
、
営
尊
が
他
界
し
た
延
徳
二
年
（
匡
邑
）
に
至
る
ま

で
の
お
よ
そ
百
年
間
を
い
い
、
本
章
の
中
を
㈲
一
般
史
の
大
略
、
㈲
興
福

寺
の
系
統
、
目
そ
の
他
の
諸
大
寺
の
唯
識
宗
、
㈲
教
義
解
釈
、
㈲
総
結
、

に
分
け
て
い
る
。

目
「
興
福
寺
の
系
統
」
の
中
は
前
章
と
同
じ
分
類
で
、
（
ａ
）
一
乗
院
の

門
流
に
五
名
の
学
匠
を
あ
げ
、
（
ｂ
）
大
乗
院
の
門
流
に
も
五
名
を
あ
げ
、

（
ｃ
）
そ
の
他
の
諸
院
で
は
、
東
院
乃
至
発
志
院
の
計
十
九
院
に
所
属
す
る

学
匠
四
七
名
を
あ
げ
、
（
ｄ
）
住
侶
の
院
坊
で
は
、
庶
民
出
身
の
学
侶
と
し

て
二
四
名
を
あ
げ
、
以
上
與
福
寺
だ
け
で
総
計
八
一
名
の
学
匠
に
つ
い
て

そ
の
伝
記
業
績
等
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
。

骨
「
そ
の
他
の
諸
大
寺
の
唯
識
宗
」
の
中
は
、
（
ａ
）
東
大
寺
、
（
ｂ
）
薬

師
寺
に
分
け
、
計
四
名
の
学
匠
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
特
に
文
明
の

頃
薬
師
寺
の
長
乗
は
第
一
級
の
学
者
で
、
そ
の
伝
統
が
長
基
・
胤
継
に
承

け
つ
が
れ
、
徳
川
時
代
に
高
範
・
基
範
・
基
弁
を
輩
出
す
る
に
至
る
の
で

手
掴
）
づ
。
Ｏ

脚
「
教
義
解
釈
」
の
中
は
、
（
ａ
）
訓
論
と
講
会
、
（
ｂ
）
訓
諭
談
義
に
分

て
な
さ
れ
た
と
い
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
特
徴
は
、
教
学
の

中
心
が
公
家
か
ら
庶
民
に
移
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
衰
え
た
と
は
い
え
、

乱
世
の
な
か
に
唯
識
教
学
が
亡
び
ず
に
伝
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
は
、
や
は

り
道
心
の
あ
る
そ
れ
ら
の
学
匠
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
彼
等
は
訓
諭
談
義
と

講
会
の
論
義
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
伝
え
て
い
っ
た
の
で
あ

う
（
句
０
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け
て
論
じ
て
い
る
。
訓
諭
と
は
唯
識
論
を
訓
読
し
、
討
論
談
義
し
て
本
論

全
体
の
綱
要
を
会
得
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
鎌
倉
時
代
か
ら
行
な
わ

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
訓
諭
談
義
の
速
記
録
が
『
訓
諭
聞
書
」
で

あ
り
、
当
時
幾
種
類
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
纒
っ
て
現
在
ま
で
残
っ
て

い
る
の
は
光
胤
の
も
の
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
式
で
唯
識
論
の
綱

要
を
解
説
し
た
書
は
前
代
に
は
な
く
、
そ
の
意
味
で
は
画
期
的
な
書
で
あ

る
。
著
者
は
光
胤
に
つ
い
て
十
四
頁
を
費
し
、
ま
た
別
に
光
胤
の
『
訓
諭

問
書
」
に
つ
い
て
十
頁
を
さ
き
、
計
二
十
四
頁
を
費
し
て
論
じ
、
本
書
を

こ
の
時
期
の
教
学
復
興
の
記
念
す
唇
へ
き
著
作
と
讃
え
て
い
る
。
な
お
本
書

の
特
性
と
し
て
、
鎌
倉
中
期
す
な
わ
ち
同
学
抄
成
立
よ
り
光
胤
の
時
代
に

至
る
ま
で
の
高
名
な
学
匠
は
必
ら
ず
何
処
か
に
そ
の
名
が
あ
り
、
そ
の
点

で
も
重
要
な
意
味
が
あ
る
と
い
う
。

訓
諭
に
よ
っ
て
全
体
的
な
綱
要
を
会
得
す
る
の
に
対
し
て
、
講
会
の
論

義
は
本
論
の
個
交
の
問
題
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
研
究
で
あ
る
。
著
者
は

「
大
乗
院
雑
事
記
』
に
よ
っ
て
応
仁
元
年
（
匡
雪
）
頃
興
福
寺
に
お
い
て

行
わ
れ
た
重
要
な
講
会
と
し
て
、
御
斎
会
乃
至
消
州
会
の
十
四
講
会
を
あ

げ
て
そ
の
開
か
れ
る
月
日
を
示
し
、
ま
た
同
書
に
よ
っ
て
長
享
二
年
（
匡

麗
）
頃
の
典
福
寺
の
十
二
大
会
と
そ
の
月
日
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
に
よ
る
と
殆
ん
ど
毎
月
何
か
の
講
会
が
開
か
れ
、
そ
の
講
会
に
お
い
て

探
題
・
竪
義
・
講
師
・
精
義
等
が
選
ば
れ
て
論
義
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。
な
お
中
道
と
い
う
論
題
を
取
り
あ
げ
て
「
訓
諭
聞
書
」
と

『
泉
抄
」
と
を
比
較
し
、
ま
た
論
草
の
一
例
と
し
て
弁
範
の
『
唯
識
五
重

問
答
』
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
。

著
者
は
第
二
期
の
復
興
の
な
か
を
三
期
に
分
け
て
、
そ
の
初
期
は
憲
胤
．

光
暁
・
堯
尋
・
專
慶
が
活
躍
し
た
応
永
年
間
と
し
、
こ
の
時
期
は
三
大
会

も
年
を
定
期
的
に
行
わ
れ
、
財
政
も
安
泰
し
、
寺
門
の
復
興
と
学
事
振
與

に
全
力
が
注
が
れ
た
。
そ
の
中
期
は
貞
兼
・
訓
営
・
永
秀
・
光
胤
・
光
盛

の
と
き
で
永
享
よ
り
応
仁
に
至
る
三
十
余
年
間
を
指
し
、
こ
の
間
に
永
享

の
乱
・
嘉
吉
の
乱
《
応
仁
の
乱
が
あ
っ
て
、
三
大
会
も
で
き
ぬ
年
が
半
分

以
上
あ
っ
た
が
、
教
学
は
振
興
し
た
。
道
心
あ
る
学
徒
が
多
け
れ
ば
佛
教

は
隆
昌
す
る
と
い
う
よ
い
実
例
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
後
期
は
與
基
・
長

乗
・
興
憲
・
営
尊
が
輩
出
し
た
応
仁
よ
り
文
明
を
へ
て
延
徳
に
至
る
三
十

年
間
で
、
戦
国
大
名
が
独
立
し
、
荘
園
制
は
崩
れ
へ
寺
門
は
い
よ
い
よ
窮

乏
状
態
と
な
り
、
こ
の
間
に
三
大
会
が
行
わ
れ
た
の
は
僅
か
に
五
回
に
す

ぎ
な
い
が
、
学
問
は
盛
ん
で
そ
の
伝
統
は
維
持
せ
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
よ

り
少
し
降
っ
て
「
泉
抄
」
が
作
ら
れ
た
が
、
本
抄
は
足
利
時
代
に
お
け
る

唯
識
復
興
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、
こ
の
初
期
・
中
期
・
後
期
の
学
匠

の
注
釈
を
纏
め
た
も
の
と
見
ら
れ
る
、
と
い
う
。
ま
た
こ
れ
ら
の
学
匠
が

公
家
出
身
で
な
か
っ
た
こ
と
も
前
代
と
同
じ
で
、
彼
等
は
述
記
・
三
箇
琉
．

同
学
抄
そ
の
他
幾
多
の
註
疏
や
論
草
を
研
究
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
い
ま

だ
研
究
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
問
題
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
新
し
く
研
究
し
、

別
の
解
釈
ま
で
発
表
し
た
そ
の
論
争
が
現
在
も
な
お
多
く
残
っ
て
い
る
と

い
》
フ
。

第
四
章
「
第
三
回
の
衰
微
」
（
三
五
九
’
四
二
九
頁
）
は
、
延
徳
三
年

（
匡
置
）
か
ら
永
禄
七
年
（
扇
屋
）
に
至
る
七
十
四
年
間
を
い
い
、
本
章

の
中
を
日
一
般
史
の
大
要
、
㈲
與
福
寺
の
系
統
、
目
総
結
、
に
分
け
て
い

る
。
そ
し
て
㈲
興
福
寺
の
系
統
の
中
も
前
章
と
同
じ
分
類
で
、
（
ａ
）
一
乗
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院
の
門
流
に
三
名
の
学
匠
を
あ
げ
、
（
ｂ
）
大
乗
院
の
門
流
に
も
三
名
を
あ

げ
、
（
ｃ
）
そ
の
他
の
諸
院
で
は
、
東
院
乃
至
発
志
院
の
十
九
院
に
所
属
す

る
学
匠
二
九
名
を
あ
げ
、
（
ｄ
）
住
侶
の
院
坊
で
は
、
上
記
の
諸
院
の
ほ
か

に
英
俊
の
「
多
聞
院
日
記
」
に
見
ら
れ
る
阿
弥
陀
院
乃
至
蓮
蔵
院
の
四
十

二
院
を
あ
げ
、
そ
れ
ら
に
属
す
る
学
侶
計
九
一
名
を
あ
げ
、
ま
た
諸
所
の

講
問
に
、
間
者
あ
る
‐
い
は
講
師
と
し
て
二
十
回
以
上
そ
の
名
が
見
ら
れ
る

学
匠
十
四
名
を
あ
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
同
「
日
記
」
に
出
て
く
る
諸

種
の
講
間
に
お
い
て
行
わ
れ
た
論
義
の
題
名
三
二
二
を
整
理
し
、
そ
の
回

数
と
同
学
抄
の
巻
数
と
を
示
し
、
特
に
回
数
の
多
い
重
要
論
題
に
つ
い
て

古
徳
の
論
草
が
あ
っ
た
こ
と
を
絡
介
し
、
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
の
南
都

論
草
を
も
紹
介
し
て
い
る
。
終
り
に
、
当
時
最
も
多
く
行
わ
れ
た
論
義
と

し
て
約
入
佛
法
、
乃
至
、
三
性
真
如
離
繋
の
七
論
題
を
取
り
あ
げ
て
、
そ

こ
で
何
が
問
題
と
さ
れ
た
か
を
同
学
抄
に
よ
っ
て
解
説
し
て
い
る
。

以
上
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
た
が
、
終
り
に
本
書
撰
述
の
意
義
に
つ
い

て
触
れ
た
い
・
初
め
に
も
述
。
へ
た
が
、
日
本
唯
識
に
限
定
す
る
と
そ
の
専

門
書
は
僅
少
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
著
者
が
『
日
本
唯
識
思
想
史
』
に
続

け
て
「
日
本
中
世
唯
識
佛
教
史
」
を
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
相
宗

の
伝
統
の
大
略
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
学
界
へ

の
大
き
な
貢
献
で
あ
る
。
殊
に
中
世
の
唯
識
学
者
に
つ
い
て
こ
れ
ほ
ど
詳

細
に
調
ぺ
た
も
の
は
他
に
例
が
な
い
。
著
者
の
三
十
余
年
に
わ
た
る
努
力

の
結
晶
で
あ
り
、
後
学
を
稗
益
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

然
し
日
本
唯
識
思
想
史
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
は
、
是
非
と
も
第
三
巻

三

と
し
て
近
世
の
唯
識
学
者
に
つ
い
て
纒
め
る
必
要
が
あ
る
。
江
戸
中
期
以

降
続
鳧
と
佛
典
が
出
版
さ
れ
、
そ
の
活
況
と
呼
応
し
て
各
宗
の
学
問
も
興

隆
し
、
唯
識
の
研
究
に
お
い
て
も
興
福
寺
に
盛
源
・
清
慶
、
法
隆
寺
に
懐

賢
、
薬
師
寺
に
高
範
・
基
範
・
基
弁
、
豊
山
学
派
に
法
住
・
快
道
・
戒
定
．

仁
慶
・
信
慶
、
そ
の
他
の
諸
宗
に
秀
翁
・
海
応
・
覚
洲
・
聞
証
・
普
寂
・

恢
麟
・
旭
雅
・
宝
雲
・
百
叡
・
憲
栄
等
が
輩
出
し
た
。
日
本
大
蔵
経
の
解

題
を
富
貴
原
博
士
と
共
に
担
当
し
て
、
た
ま
た
ま
私
が
基
弁
の
『
法
相
玄

論
」
や
『
五
種
姓
玄
論
』
を
担
当
し
、
基
弁
が
日
本
唯
識
に
と
っ
て
洩
ら

す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
人
物
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
の
で
、
ひ

と
し
お
こ
の
感
が
深
い
。
博
士
も
そ
の
積
り
で
お
ら
れ
た
こ
と
は
本
書
の

最
後
が
、
英
俊
の
幽
讃
談
義
に
ふ
れ
て
「
さ
ら
に
こ
れ
が
発
展
す
れ
ば
、

後
に
基
弁
の
法
相
玄
論
の
中
に
説
か
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
い

う
文
で
終
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
窺
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
本
年
五
月

に
博
士
が
急
逝
さ
れ
た
の
で
、
第
三
巻
は
遺
稿
が
な
い
限
り
出
版
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
た
。
学
界
に
と
っ
て
も
痛
恨
の
き
わ
み
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
書
に
索
引
が
あ
れ
ば
と
痛
感
す
る
の
は
私
一
人
で
は
あ
る

ま
い
。
本
書
の
み
で
も
二
七
七
名
以
上
の
学
匠
名
が
出
て
く
る
。
論
題
も

多
く
、
学
説
も
か
な
り
あ
る
。
恐
ら
く
著
者
は
、
第
三
巻
を
出
す
と
き
に

総
索
引
を
添
え
る
予
定
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
う
が
、
そ
れ
が
不
可
能
に
な

っ
た
現
在
で
は
、
他
日
再
版
さ
れ
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
一
・
二
巻
を
纒
め

た
索
引
を
添
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
斯
学
の
研
究
者
に
と
っ
て
幸
い
で
あ

マ
（
》
。

（
昭
和
五
十
年
二
月
、
大
東
出
版
社
、
Ａ
五
版
、
六
、
五
○
○
円
）
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